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から著者張琢が本書を擱筆した 1991 年のちょうど 100 年間である。
著者張琢は中国で一般にいわれる近代，現代，当代といった歴史区分にとらわれ
ることなく，中国社会の「現代化」（著者によればその核心は「工業化」）の 100 年
史および中国社会学の 100 年史が述べられている。中国社会史は，時系列で 1870 年
から 1991 年までを 5 章に分けて論じており，中国社会学史はそれぞれの章（各章は
３～８節からなる）の 1 つの節であつかわれている。ちなみに，ここに訳だしした












































































































たが，主に長江流域，沿海および辺境地区であった。1905 年 12 月の江西省と湖南省の境界の
萍郷，瀏陽，醴陵の蜂起，1907 年５月の広東省潮州の蜂起，６月の広東省惠州の蜂起，９月
の広西省の防城の蜂起，12 月の広西省鎮南関（現在の友誼関）の蜂起，1908 年３月の広西省
欽州，廉州（合浦），上思の蜂起，４月の雲南省河口の蜂起，1907 年７月と 11 月の安徽省安
慶の２回の蜂起，1910 年の広州の蜂起，1911 年４月の広州の２回の蜂起，９月から 10 月に








1911 年 10 月 10 日，武昌での最初の蜂起が成功したことで，全国各地でも次々と呼応し，
50 日の間にすでに 15 省が蜂起あるいは独立を宣言した。年末に，孫中山は海外から上海に戻















































は 1915 年 12 月 13 日，正式に国名を「中華帝国」と改め，1916 年を「洪憲元年」として，そ
のうえ，元旦に「即位すること」を決定した。これに対して，袁世凱に反対する勢力は 1915









































































































































































『九死一生―中国現代化的坎 歴程和中長期予測』（単著・中国社会科学出版社 1992 年）
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